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ど

っ
し
り
と
構
え
た
赤
れ
ん

が
の
ト
ン
ネ
ル
、
色
づ
い
た
モ

ミ
ジ
の
巨
木
、
渓
谷
を
流
れ
る

庄
内
川
―
。
昨
年
十

一
月
下
旬
、

香
日
井
市
玉
野
町
の
旧
国
鉄
廃

線
跡
で
あ

っ
た
市
民
見
学
会
。

山
あ
い
に
残
る
産
業
違
産
を

一

目
見
よ
う
と
県
内
外
か
ら
三
日

間
で

一
万
五
千
人
が
訪
れ
た
。

主
催
し
た

の
は
同
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

「
愛
岐
ト
ン
ネ
ル
群
保

存
再
生
委
員
会
」

（会
員
八
十

六
人
）
。

山

本

勝

利

理
事

長

令

し
は

「
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
人
出
。
遺
産
の
価
値
が
認

め
ら
れ
た
」
と
、
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
。

会
が
保
全
を
進
め
る
の
は
、

庄
内
川
沿
い
の
旧
国
鉄
中
央
線

跡
に
残
る
総
れ
ん
が
造
り
の
ト

ン
ネ
ル
群
。
路
線
は
一
九
六
六

年
の
複
線
化
工
事
で
廃
線
と
な

っ
た
が
、
県
境
を
挟
ん
だ
八

ロ
キ

の
区
間
に
は
十
二
基
が
点
在
し

て
い
る
。

大
規
模
な
崩
落
も
な
く
、
四

十
年
余
り
放
置
さ
れ
て
い
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
状
態
は
良

い
。メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、鉄
道

研
究
家
の
安
田
裕
次
さ
ん
含
↓

＝
清
須
市
＝
は

「
一
世
紀
以
上

前
の
ト
ン
ネ
ル
が

こ
れ
だ
け
き

れ
い
な
形
で
残

っ
て
い
る
の
は

全
国
で
も
珍
し
い
」
と
み
る
。

三
年
前
は
や
ぶ
に
埋
も
れ
た

状
態
だ
っ
た
。
会
の
発
起
人
で

事
務
局
長
の
村
上
真
善
さ
ん

合
し
＝
春
日
井
市
鳥
居
松
町
＝

は

「こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ト
ン
ネ

ル
な
ん
て
あ
る
わ
け
な
い
と
半

信
半
疑
。
見
つ
け
た
時
は
本
当

に
感
動
し
た
」
。

早
速
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や
元
国

鉄
職
員
ら
に
声
を
か
け
て
二
〇

〇
七
年
に
会
を
発
足
。
毎
週
の

よ
う
に
現
地
に
入
り
、
草
を
刈

り
取

っ
た
り
、

コ
ー
ス
に
橋
を

架
け
た
り
と
地
道
な
作
業
を
続

け
て
い
る
。

現
在
は
春
日
井
市
側

一
・
五

誕
善
、発
鋼
攀
◇

開ョけ勘外ラスト活動」も展ガ］ガ

献証拠舟帥護和蛇韓雄いす　的壊

いる。　　　（木谷孝洋）

旧
国
鉄
廃
線
跡
に
残
る
れ
ん
が
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
。
多
く
の
見

学
者
が
立
ち
止
ま

っ
て
見
入

っ
て
い
た
＝
春
国
井
市
玉
野
町
で

鬱 翻国


